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1. まえがき
サーバ型放送などと称される蓄積機能を備えた受像機

を用いた放送サービスでは、ターゲティングした番組の
提供や視聴といった新しいサービスの実現が注目されて
いる。これに対し、筆者らは、TV-Anytime Forumで検
討している番組の配信・視聴モデル [1]を基に、視聴者に
対する番組視聴の自由度の提供と、柔軟なサービスと制
御を実現する番組視聴制御方式 (PVC:Program-Viewing
Control)の検討と提案を行なっている [2, 3, 4]。
本稿では、この番組視聴制御方式が提供する制御サー

ビスの一つである番組の代替制御の概要と、文献 [4]の
プロトタイプシステムにおける代替制御の実現手法を述
べる。

2. 代替制御の概要
提案方式において代替制御には、2つの役割がある。

一つは、番組提供者による積極的なターゲティングであ
り、もう一つは、多様な視聴環境での円滑な視聴サービ
スの提供である。

2.1 ターゲティング

従来のターゲティング方式は、番組内容を示すメタデー
タと受信機が管理する情報を基に、多様な視聴者の嗜好
に応じた番組を選出するものである。これに対し、今後
の、携帯端末や車載端末での番組視聴の普及などによる
視聴環境の多様化に向けて、視聴者の嗜好だけでなく、
視聴端末の処理能力や受信環境、時間や場所などの要素
を取り入れたターゲティングが検討されている [6, 9]。
提案方式は、こうしたターゲティングに視聴履歴や視

聴時の操作状況などを加えた、より柔軟なサービスの提
供を目的としている。そこで、視聴制御メタデータを定
義し、そこにターゲティングに関する条件や使用するア
ルゴリズム、結果として視聴させる番組などを直接指定
する。更に、条件記述用に、天候や履歴など視聴環境や
視聴者に関する語彙を拡張する。これにより、番組提供
者の意図を反映した番組の選出を可能にするなど、番組
提供者による積極的なターゲティング手法を提供する。

2.2 番組代替と視聴サービス

番組代替とは、ある番組の視聴を別の番組の視聴と同
等に扱うことである。蓄積型視聴などの普及により番組
の視聴時期や視聴時間帯の概念が無くなると、その時々
の日時や場所などの状況に応じた、柔軟なターゲティン
グの実現が効果的となる。こうした視聴形態が多様化し
た状況で、視聴履歴などに応じたサービスを提供する際、
全ての視聴履歴に対応したサービス内容を記述すること
は不可能に近く、代替の概念の導入が有効となる。
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図 1: 番組代替の概要

図 1を例に番組代替を説明する。ある連続ドラマ (T)
の視聴がビールの CM(A)を視聴することで許可されて
いると仮定する。通常は、指定された番組 (A)の視聴履
歴が確認できると、目的の番組 (T)が視聴可能となる。
ここに、ターゲティングの記述が加わると、例えば、未
成年者には清涼飲料水の CM(B)を見せたり、ある期間
中はキャンペーン用 CM(C又はD)を見せることが可能
になる。ここで、元の番組 (A)がターゲティングした番
組 (C)と代替可能な関係であるとき、実際に視聴した番
組 (C)の視聴履歴は、元の番組 (A)の視聴履歴と同等に
処理される。この番組代替により、視聴条件である番組
(A)は実質的に視聴したことになり、同一の条件記述で、
目的の番組 (T)が視聴可能になる。

3. 代替制御方式
文献 [4]の記述方式に基づいて、ターゲティングと番

組代替に関する視聴制御メタデータの記述例を示したも
のが図 2である。以降、文献 [4]のプロトタイプシステ
ムにおける、代替制御の実現手法を述べる。

3.1 ターゲティングと番組代替の条件記述

ターゲティングや番組代替に関する条件は、視聴制御
メタデータの視聴前に対する制御条件と制御内容部分に
記述する。番組提供者が意図した番組にターゲティング
し、それを代替番組として視聴させるには、条件記述部
分に、視聴者の年齢や性別などの識別条件や、視聴環境
や日時、天候などの条件、視聴履歴に関する条件などの
ターゲティング条件を記述する。そして、それらを満た
した場合に代替視聴させる番組を制御内容に記述する。
図 2 の例では、視聴制御システムは、3 行目から

6 行目までの制御条件を判定し、視聴者の年齢が 20
歳未満であるか、家族の中に “havingYoungster” で
定義される年齢の子供が含まれる場合に、8 行目の
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図 2: ターゲティング条件と番組代替の記述例

crid://abc.pvc/content-Zで示す番組への代替を許可す
る。

3.2 代替処理の制御

代替処理の実行は、9行目から 11行目に記述された代
替の制御条件に基づいて行う。また、番組の代替処理の
実行は 1度限りではなく、代替した番組の視聴制御メタ
データにも番組代替に関する制御情報の記述があれば、
代替処理を実行することができる。提案方式では、こう
した複数の視聴制御メタデータによる代替の繰り返しを
認めることで、より詳細なターゲティングを可能にして
いる。一方で、こうした代替の繰り返しは、提供者の意
図に反した番組への代替や半永久的に代替処理の連鎖を
招く恐れがあることから、実行する代替回数の上限は指
定できるようにもしている。
また、代替番組の指定では、図 2の例は、TV-Anytime

Forumの CRID [5]を用いた番組全体の指定方式である
が、この他に、セグメント情報などを用いて、番組の特
定シーンを指定方式も用意している。これにより、特定
のシーンを視聴した人にだけサービスを提供したり、マ
ルチシナリオなどのように、シーンごとに番組を入れ替
えるなどの制御も可能である。

3.3 代替判定の制御

こうした代替視聴が実際に有効になるのは、次回以降
で、代替元となった番組の視聴が、番組視聴の条件になっ
た場合である。視聴制御システムは、全ての制御の実行
時に、実行日時、制御動作、実行対象番組、実行結果の
4種類の情報を履歴として出力しており、これらの情報
を活用して様々な視聴制御を実現している。
例えば、図 1の代替制御を実行すると、表 1のような

履歴情報が出力される。視聴制御システムは、これらの
履歴情報を解析することによって、代替処理の実行によ
り、実際には視聴しなかった代替元の番組を実質的に視
聴したものとして扱ったり、代替の有無や代替関係の把
握が必要な場合も、何から何へ代替が実行され視聴され
たのかなどを区別できる。例えば、表 1の履歴情報の解
析により、CRID-Aに示す番組から CRID-C の番組へ
代替が行われ、CRID-Cの番組が実際に視聴されたこと
が分かる。また同様に、この結果から、CRID-Aの番組
を実質的に視聴した番組として処理することができる。
これにより、キャンペーン期間中だけ見せていた番組と
通常の番組の視聴を、同等のものとしてサービスを提供

表 1: 履歴の出力例

No. 実行日時 実行対象 実行内容 実行結果
(dateTime) (PI) (CV) (PI)

1 2005-11-22
T 16:00:00

CRID-A Substitute CRID-C

2 2005-11-22
T 16:01:00

CRID-C Play CRID-C,
00:00:00

3 2005-11-22
T 17:01:00

CRID-C Stop CRID-C,
00:03:00

dateTime : XML Schemaの dateTime表記
CV (Control Vocabularies) : 制御動作語彙
PI(Program Identifiers) : 番組指定表記

することができる。

4. まとめと今後の課題
本稿では、提案する視聴制御方式の主要機能の一つで

ある代替制御について、ターゲティングと番組代替の概
要を述べ、文献 [4]のプロトタイプシステムにおける実
現手法を述べた。ここでは、代替制御の基本となる制御
のみを説明したが、ここに、視聴制御システムの視聴制
御や履歴制御などの機能を組み合わせることにより、マ
ルチシナリオサービスなどが可能になる。
今後は、代替条件の複雑化や、他の視聴制御条件を組

み合わせた状態での動作制御の検証や視聴制御方式全般
の有効性の検証を行う。また、ターゲティングの条件記述
として、Multimedia Description Schemes [7]やDigital
Item Declaration [8]、Digital Item Adaptation [9] によ
る記述や語彙を拡張することを検討している。
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